









する。即ち，「小説に関する小論（Breve tratado de la novela）」77（1）という前
置きである。そして，その問い掛けを起点に，1.「文学のジャンル（Géneros 
Literarios）」77-79，2.『模範小説（Novelas ejemplares）』79-82，3.「叙事詩（Epica）」
82-24，4.「過去の詩（Poesía del pasado）」84-87，5.「吟遊詩人（El rapsoda）」
87-88，6.「ヘレネとボヴァリー夫人（Helena y Madame Bovary）」88-90，7.「神
話， 歴 史 の 酵 母（El mito, fermento de la historia ）」90-92，8.「 騎 士 道 物 語












酵母（La realidad, fermento del mito）」98-100，12.「風車小屋（Los molinos de 
viento）」101-102，13.「現実的な詩（La poesía realista）」102-104，14.「道化
芝居（Mimo）」104-105，15.「英雄（El héroe）」105-107，16.「叙情性の介入



























































のヴィジョン（una serie de visions estáticas y minuciosas）である。我々の興味
を引くのは，登場人物自身ではなく，作者が我々に与える彼らについての描写
の仕方である。更にここでは，これらの登場人物のまことらしさが本質的な重



























の交流もない観念的な過去，即ち絶対的な古さなのだ（El tema de la épica es 





















































































物語は叙述を行うが，小説は描写を行う（El libro de imaginasión narra: pero la 
novella describe.）とみる。その場合の叙述とは，我々にとっての過去がその中
に存在するところの形態であり，過ぎ去ったことだけ言い換えれば最早そうで


































































































　第 12 番目は，『ドン・キホーテ』第 1 部第 8 章の中で述べられている「風






























































































































































　 第 19「 悲 喜 劇（Tragicomedia）」 で は， フ ェ ル ナ ン ド・ デ・ ロ ー ハ ス
（Fernando de Rojas, ?-1541）の作品名に注視しながら，『ドン・キホーテ』の姿
について論じている。第 18 で触れたごとく，小説というジャンルは喜劇的な
ものである（20）。但し，それを単にユーモラスと捉えるには問題がある。それ


































































































































































業で見出す主要なものとしては，第 1 に文学のジャンル，第 2 に叙事詩と小説，
第 3 にイマジネーションの文学，第 4 に現実的現実と詩，第 5 に冒険小説・英雄，
を掲げることができる。
　扨て，第 1 に，文学のジャンルに関連する箇所については，「小説に関する
小論」，省察項目第 1，第 2，第 14，第 16，第 20 の中に散見され，主に，文学
のジャンルと時代の趨勢や詩の形式と内容からのアプローチが中心になってい
る。先ず，文学のジャンルと諸時代の趨勢が織りなす相関関係についての記載




























　第 2 に，叙事詩と小説については，項目の第 1，第 2-第 4，第 6-第 9，第


















































　第四に，現実的現実と詩については，主に，第 8，第 10，第 13，第 14 に見
出し，特に，現実，現実主義，予見，現実的現実，詩的現実＝文化，ドン・キホー
テ及び冒険の意志，現実主義の認識と対象を主要語彙とし提示できる。そこ














































































hombre rinde el máximum de su capacidad cunado  adquere la plena conciencia de 














オーラーステイン（Immanuel Wallerstein）の説く ”unthinking” を座右の銘とし，

































ことができる。更に，2011 年 12 月 25 日『讀賣新聞』29 面には，2011 年 9 月
3 日に，「何種類もの人生　小説で体験」というタイトルで為した西南学院大
読書教養講座公開授業で，町田 康は，小説とは … ひとつには内面を書くこと


























































José Ortega y Gasset, Obras Completas I -Ⅻ., Alianza Editorial, Revista de 
Occidente, Madrid, 1983（ 以 後 O. C. と 略 記 す る ）. Ortega y Gasset, Obras de 
José Ortega y Gasset, 1-32., Colección editada por Paulino Garagorri,Revista de 
Occidente en Alianza Editorial, 2003（以後 Colección と略記する）. José Ortega 
y Gasset, Obras Completas, I-X, Santillana Editiones Generales, S. L. y Fundación 
Jóse Ortega y Gasset, Juan Pablo Fusi Aizpurúa, Taurus, 2005.（以後 Taurus と略
記する）を用いた。O. C., Colección, Taurus といった諸版の使用は本研究ノー
トに必要なオルテガ文献の入手状況の為である。また読解の為に Ortega y 
Gasset, Meditation on Quixote; Marías, Prologue for American Readers, Translated 
by Evelyn Rugg and Diego Marín, W. W. Norton & Company, New York, 1960（以後，
─ 198 ─
オルテガ研究の覚え書き（3）（藤本）







　（ 1 ）　 各項目につけた数字は Colección, 17 のページ数である。
　Ⅱ「第一の省察（Meditación primera）」の内容鳥瞰
　（ 1 ）　 この点で，文学のジャンルという言葉でもって詩人が従わねばならない幾つか
の創造上の規範言い換えれば空虚な図式（vacíos esquemas）と解すという志向
を採らない。Colección, 17., p.78.
　（ 2 ）　 ”la epopeya” とは別に ”la epica” という語彙を第 3 項目では用いている。Colección, 
17. p.82.
　（ 3 ）　 それは，セルヴァンテスによる 1613 年の作品集である。オルテガによれば，
当時は，カトリック教会の勝利の世紀であり，また信仰に対して大規模な合理
主義の建設も可能な時期でもあった（Colección, 17. pp.79-80.）。この作品につ
い て は，Miguel de Cervantes, Novelas Ejemplares, Madrid, 1982,Ⅰ. pp.9-37.,Ⅱ. 
pp.7-40.,Ⅲ. pp.7-33. を参照せよ（以後，NE と略記する）。




　（ 5 ）　 「気前のよい恋人（El amante liberal）」NE I. pp.159-216.「イギリス系のスペイ
ン婦人（La Española inglesa）」NEⅡ. pp.45-100.「二人のお女中さん（Las dos 
doncellas）」NEⅢ. pp.121-168. Colección, 17. p.80.
　（ 6 ）　 Persona, obras, cosas, 1916.（Taurus, TomoⅡ）の中の「ルナンについての試論」
の中の「まことしからぬもの」と詩的なものとの間の関係について参照された
いとオルテガが要請している。Colección, 17. p.81.
　（ 7 ）　 『リンコネーテとコルタデイーリョ（Rinconete y Cortadillo）』NE I. pp.217-272,『や
きもちやきのエストレマドウ－ラ男（El ceroso extremeño）』NEⅡ. pp.173-221. 
Colección, 17. pp.80-81.




そのものの中に面白さ（gracia）を … 含んでおり，またあるものはそのお話（los 
cuentos）を語る語り方の中に面白さを含んでいるということなんだ …」と述
べているが，ここでの二つの系列意識している証左といえる。NEⅢ. p247.
　（ 9 ）　 ここでは，”Homeros cree que las cosas aconteciero como sus hexámetros nos 
refieren.” とも述べている（Colección, 17. p.86.）。










Miguel de Cervantes, Don Quixote, translated by Tobias Smollett, Modern Liberty, 






　（16）　 MC, Quixote, Ⅷ, pp. 63-72.
　（17）　 プラトンは知性というものを瞳から対象へ向かって行くものと，その逆のもの
との共同作業であると説明した（Colección, 17. p.102.）。なお，プラトンの知性
については『パルメニデス』7 が参考になる（Platonis opera, Plato, John Burnet, 
1900-1907, Oxford Classical Texts, Ⅶ. NW）。
　（18）　 真の世界・冒険の世界と環境，或いはドン・キホーテと他の共存を可能にする
のはサンチョの調停というマリアス解釈がある点を指摘しておく Noton, note 






　（20）　 但し，諧謔的とは見ていないと断っている。Colección, 17. p.115.
　（21）　 プラトン対話篇『饗宴』39. 悲劇的詩人と喜劇的詩人は同じ一人であるべきだ。




学（August Comte, Cours de philosophie positive, 1830-1842） を 読 ん で い た。
また，『ボヴァリー夫人（Madam Bovary）』もそれを呼吸すると述べている
（Colección, 17., pp.117-118.）。 な お， こ の 点 に つ い て は，Oeuvres Complètes 
de Gustave Flaubert, Deuxieme Serie（1847-1852）, 1926. Paris, À louis Bouilhet 
（267）, Damas, 4 Septembre1850. では ”J’ai le à Jérsalem un livre sociaaliste （Essai 
de philosophie positive,par Augst comte）”（p.238）と記述している書簡がある。（以
後 OC, Correspondence と略記する）。この書については，NW を参考にしたが，
書簡の収録数が異なる 4 種類の全集版があり，しかも，Colección, 17. で何版を
引用しているかを同大学図書館では明確に特定することができなかった。遺憾





　（24）　 Correspondence,Ⅱ, p.16. なお，OC. Correspondence, Première Série （1830-1846）, 
Caroline Commanville, “Souvenirs Intimes,” には，”Le père Mignot faisait aussi la 
lecture, Don Quichotte surtout passionnait mon oncle; il ne s’en lassait jamais. Il a 




　（ 1 ）　 『覚え書き（2）』196, 210-211 ページ。Meditación preliminar, 1. pp.34-35.
　（ 2 ）　 『覚え書き （1）』 172 ページ。『覚え書き （2）』 217 ページ。Colección17. Lector, p.32.
　（ 3 ）　 『覚え書き（2）』210 ページ。
　（ 4 ）　 『覚え書き（1）』176 ページ。Colección 17 Lector, pp.30-32.
　（ 5 ）　 本項のⅣ. エピローグでも触れるが，「読者よ …」では，老衰したスペイン社会
が抱える諸問題からの知的愛による同胞の救済が強調されていると解し得る。
拙著『覚え書き（1）』を参照せよ。
　（ 6 ）　 Meditación preliminar, 7., pp.51-53.
　（ 7 ）　 『覚え書き（1）』175 ページ，『覚え書き（2）』213 ページ。Colección17. Lector, 
pp.21-23. Meditación preliminar, 6. pp.46-51（以後 MP と略記する）.
　（ 8 ）　 Meditación preliminar 1. pp.34-35., 4. pp.41-42., 7. pp.51-53.
　（ 9 ）　 『覚え書き（1）』175 ページ。Colección 17. Lector, pp.24-26.
　（10）　 Meditación preliminar 1., pp.34-35.
　（11）　 無論，ここでは，ある永遠の相の下に（sub quadam specie aeternaitati という
範疇とは無縁の立場に立つ。こうした視点を解すには，オルテガのパースペク








第二種認識様式いついては，Korte Verhandeling van God, De Menschen deszelfs 
Weltstand,ⅡCap.1, 2, 4, 15, 21, 22., Tractatus de Intellectus Emendatione, pp.9-12, 
p.32., EthicaⅡ, prop.40, schol.2. 拙著『スピノザ思想の原画分析』第 4 版，政光
プリプラン，2008 年，第 6 章。また，”Lector…” については，拙著「オルテガ
研究の覚書（1）」『政治研究』創刊号平成 22 年，174-175 ページを参照せよ。（以
後，『覚書（1）』と略記する）。
　（12）　 Meditación preliminar 2. pp.36-38.40., 8. pp.54-57.




でカント的な視点を採るものといえる。Immanuel Kant’s gesammelte Schriften, 
Berliner Akademie-Ausgabe, Berlin, 1936, Bd.21, S.41. NW.
　（14）　 Meditación preliminar 3. pp.38-40., 8. pp.54-57., 9. pp.58-61., 14. pp.72-73.
　（15）　 Meditación preliminar 8（pp.54-57.）, 11（pp.64-66.）, 12（pp.66-69.）では地中海
人（スペイン人を含む）は，感覚性，概観，厳然現実性，表彰，事物の印象を
永遠に正当化する非連続的な文化（= 生の解釈）と捉えている（『覚え書き（2）』







異なる為である。別の機会に Ideas y Creencias （Taurus V. pp.665-685）を取り上
げて検討することにしたい。
　（17）　 ”Yo soy yo y mi circunstancia.” との理念が下地 に あ る と み る べ き で あ ろ う。
Colección 17. Lector, p.25. 拙著『覚え書き（1）』，172 ページ。
　（18）　 例えば，人々の平和な生活や家庭の事情（Πάρις や‛Έκτωρ の対話）を展開し
ている箇所，或いは風景を語っている件がある。Homeri Opera, ΟΔΥΣΣΕΙΑ, 
Thomas W. Allen, Tomvs Ⅲ,1917, ’Oδυσσεύς, 5. p.95（328-329）., 7. p.123（267-297）.
或いはHomeri Opera, Tomvs I, Iλιάς, David B. Munro, 1920., 3. pp.66-68（395-447）., 
6. pp.132-134（390-439）.
　（19）　 Meditación preliminar 4. pp.41-42., 5. pp.43-46. Colección 17. Lector, pp.24-26.
　（20）　 『覚え書き（1）』175-176 ペ ー ジ。Colección 17. Lector, pp.26-30. Meditación 
─ 202 ─
オルテガ研究の覚え書き（3）（藤本）
preliminar 13. pp.69-72., 15. pp.73-76.
　（21）　 『覚え書き（1）』174-175 ページ。Colección 17. Lector, p.21.
　Ⅳ エピローグ
　（ 1 ）　 Edmund Husserl, Briefwchsel, Band X., Kluwer Academic Publischers, Dordrecht, 
1994., Husserl and Brentano, 3.1.1905.S.25-26. 拙著『覚書（2）』，195 ページ。『覚
え書き（2）』194-195 ページ。
　（ 2 ）　 Immanuel Wallerstein, Unthinking Social Science, Polity Press, 1995, pp.1-4. The 
Works of Francis Bacon, Novum Organum, Stuttgart-Band, 1963, pp.163-165. 拙 著
『スピノザ思想の原画分析』第四版，政光プリプラン，2008 年 237-272 ページ。
『覚え書き（1）』169-170 ページ。『覚え書き（2）』195 ページ。
　（ 3 ）　 『ホセ・オルテガ・イ・ガセーの 1904 年論文について』，国士舘大学院紀要，
国士舘大学大学院，第 12 号，1992 年，2 ページ（以後，高瀬『オルテガ 1904
年論文』と略記する）。
　（ 4 ）　 後藤和彦編『大学の基礎レッスン』，高橋輝暁「『いちょうの葉』を読み解く」，
立教大学人文学叢書 2，春風社，2006 年，15-16 ページ。
　（ 5 ）　 前掲書，『大学の基礎レッスン』，菅谷憲興「民主主義と文学」，66 ページ。
　（ 6 ）　 2011 年 12 月 25 日，読売新聞社説，特別面12版，29。なお，町田 康『きれぎれ』，『権
現の踊り子』，『告白』の作家であり，ロバート・キャンベル（Robert Campbell. 
1957-）は東京大学大学院総合文化研究家教授である。
　（ 7 ）　 Meditación preliminar 13. pp.69-72.
　（ 8 ）　 Meditación preliminar 1. p.79
　（ 9 ）　 Colecccion 17. pp.22-23.
　（10）　 Colecccion 17. pp.14-18.
　（11）　 Meditación preliminar 8. pp.54-57., 11-12. pp.64-69., 15. pp.73-76.
　（12）　 Meditación primera pp.116-119.
　（13）　 プラトンの対話編にみる「愛の狂気（éρωτιχή μανία）」については，『プラト
ン 全 集 5』 岩 波 書 店，1974 年 や Graeme Nicholson, Plato’s Phaedrus, Perudue 
University Press, 1999（265b）. を参照せよ。Colección 17. Lector, pp.14-18.
　（14）　 Meditación preliminar 6-7. pp.46-53., 9. pp.58-61., 12-13. pp.66-72.
